
10
月
20
日
㈰
、
学
区
敬
老
会

が
陵
南
小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
部
の
司
会
は
大
高
高

子
さ
ん
が
務
め
ら
れ
、
橋
本
芳

樹
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
会
長
よ
り
の
開
会
宣
言
で
始

ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
開
会
挨
拶

と
続
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
記
念
品
贈
呈
に
移

り
、
高
齢
者
単
身
代
表
と
し
て

平
野
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
の
黒
田

茂
さ
ん
に
、
高
齢
者
夫
婦
を
代

表
し
て
西
花
尻
の
大
西
清
・
信

子
夫
妻
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
来
賓
挨
拶
、
祝
電
披
露

が
あ
り
、
続
い
て
、
敬
老
者
を

代
表
し
て
白
石
町
内
会
の
関
寛

さ
ん
よ
り

謝
辞
が
あ

り
式
典
は

終
わ
り
ま

し
た
。

演
芸
の
部
の
司
会
は
苅
田
倫

子
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

最
初
の
演
芸
は
、
安
藤
彰
子

さ
ん
に
よ

る
「
日
本

舞
踊
」
が

披
露
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
第
三
吉
備
保
育
園
児
に
よ

る
「
鼓
笛
隊
の
演
奏
と
歌
」
素

晴
ら
し
い
演
奏
と
歌
に
大
き
な

拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
「
み
ん
な
で
歌
お

う
」
、
牧
野
さ
ん
の
ギ
タ
ー
と

安
藤
さ
ん
の
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
敬
老
者
、
婦
人

部
を
巻
き
込
み
、
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

続
い
て
、
大
黒
様
が
登
場
し
、

敬
老
者
に
み
か
ん
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
恒
例
の
婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
花
笠
音
頭
を
会

場
狭
し
と
踊
り
ま
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
は
森
安
敏
子
婦

人
会
会
長
が
行
い
、
昼
前
に
敬

老
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
町
内
ご
と
に
記

念
写
真
を
撮
り
、
順
次
タ
ク
シ
ー

で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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陵
南
幼
稚
園
の
運
動
会
は
10

月
４
㈮
、
午
前
９
時
よ
り
、
秋

晴
れ
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
武
田
園
長
先
生

よ
り
『
今
日
は
自
信
を
持
っ
て

運
動
会
を
楽
し
ん

で
下
さ
い
。
そ
し

て
、
最
後
ま
で
一

生
懸
命
頑
張
っ
て

下
さ
い
』
と
の
開

会
の
言
葉
が
あ
り
、

次
に
全
員
で
「
合

い
言
葉
」
を
言
い
、

「
陵
南
幼
稚
園
の

歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
て
演
技

に
入
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
１
は
全
員
に
よ

る
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
体

操
」
を
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
し

た
。
２
は
年
少
児
に
よ
る
競
技

「
よ
ー
い
・
ど
ん
！
」
先
生
の

笛
の
合
図
で
力
一
杯
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。
３
は
年
長
児
に
よ

る
競
技
「
力
を
合
わ
せ
て
！
タ

イ
ヤ
引
き
！
」
、
一
進
一
退
の

熱
戦
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

４
は
年
少
児
の
リ
ズ
ム
「
小
さ

な
探
検
隊
の
大
冒
険
」
、
色
ん

な
動
作
や
輪
に
な
っ
て
の
踊
り

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
ま
し
た
。

５
は
三
才
児
に
よ
る
「
お
み
や

げ
な
あ
に
？
」
、
親
子
で
手
と

つ
な
い
で
お
土
産
を
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
６
は
年
長
児
親
子

の
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー

で
か
パ
ン
」
、

大
き
な
パ
ン
ツ
を
親
子
で
は
い

て
走
る
競
技
、
大
変
そ
う
に
見

え
ま
し
た
。
こ
こ
で
休
憩
。
７

は
年
長
児
に
よ
る
リ
ズ
ム
「
咲

か
せ
よ
う

ぼ
く
た
ち
の
花
」
、

二
つ
の
円
を
作
り
、
笛
の
合
図

で
丸
い
布
を
振
り
な
が
ら
き
れ

い
な
ド
ー
ム
を
作
り
、
鮮
や
か

さ
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。
８
は
年
少
児
親
子
に
よ

る
「
ポ
ン
ポ
ン
玉
入
れ
」
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
９
は
年
長
児
に
よ
り
競

走
「
パ
ワ
ー
全
開
！
つ
な
ご
う

バ
ト
ン
の
輪
」
で
し
た
。
抜
き

つ
抜
か
れ
つ
の
競
争
に
多
く
の

声
援
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

開会式 武田園長先生の挨拶

４
番

小
さ
な
探
検
隊
の
大
冒
険

５
番

お
み
や
げ
な
あ
に
？

秋
晴
れ
の
中

陵
南
幼
稚
園
の
運
動
会
盛
大
に
開
か
れ
る
！

演
芸
で
は
園
児
の
鼓
笛
隊
や
神
楽
、
踊
り
が
披
露
さ
れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
！

学
区
敬
老
会
に
１
６
９
人
が
参
加

花
尻
か
ら
は
18
人
が
参
加

花
尻
よ
り
敬
老
者
は
18
人
が
出
席

陵
南
小
学
校
で
は
稲
刈
り
を
行
う

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り
は
、

10
月
20
日
㈰
、
秋
晴
れ
の
中
、

35
人
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

午
前
８
時
に
は
野
花
大
橋
高

架
下
に
集
ま
り
、
白
石
さ
ん
よ

り
草
刈
り
機
の
使
い
方
、
刈
り

方
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の

あ
と
、
早
速
、
堤
防
の
草
刈
り

を
始
め
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
森
安
英
夫
さ
ん
を

中
心
に
堤
防
外
側
の
草
刈
り
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
陰
で
、
比
較
的
楽
な
草
刈

り
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
と
し
て
、
草
を
刈
る
人
、

刈
っ
た
草
を
ゴ
ミ
袋
に
集
め
る

人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
分
け
し
て

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

途
中
、
休
憩
を
挟
ん
で
約
２

時
間
の
草
刈
り
作
業
で
堤
防
は

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。

犬
の
糞
に
は
困
っ
た
も
の

で
す
。
必
ず
処
理
を
！

草
刈
り
を
行
っ
て
一
番
困
る

の
が
『
犬
の
糞
」
の
放
置
で
す
。

犬
を
散
歩
さ
せ
る
方
に
強
く
要

請
し
ま
す
。
「
犬

の
糞
」
は
放
置
せ

ず
、
必
ず
持
ち
帰

り
下
さ
い
。

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り
に
35
人
が
参
加

陵
南
小
学
校
東
隣
の
学
童
農

園
に
て
、
５
年
生
が
「
稲
刈
り
」

を
体
験
し
ま
し
た
。

農
業
体
験
事
業
協
力
会
を
は
じ

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
、
保
護

者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く

あ
や
し
い
天
候
で
し
た
が
、
子

ど
も
達
が
田
ん
ぼ
へ
入
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
雨
は
上
が
り
暑

く
も
寒
く
も
な
い
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
な
り
、
稲
刈
り

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

鎌
を
持
つ
こ
と
自
体
初
め
て

の
子
ど
も
が
多
い
中
、
は
じ
め

は
、
恐
る
恐
る
作
業
に
入
り
、

一
株
刈
る
ご
と
に
た
め
息
を
漏

ら
し
て
い
た
子
ど
も
達
で
す
が
、

協
力
会
の
皆
様
の
ご
指
導
に
よ

り
、
次
第
に
こ
つ
を
つ
か
み
、

鎌
の
握
り
方
、
力
の
入
れ
具
合

が
上
手
く
な
り
、
リ
ズ
ム
よ
く
、

刈
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
バ
イ
ン

の
力
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
自

分
た
ち
の
力
で
刈
り
取
れ
た
充

実
感
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も

た
ち
に
、

日
本
古
来

か
ら
の
主

食
で
あ
る

米
の
育
ち
を
、
実
感
と
し
て
体

験
さ
せ
て
や
ろ
う
と
い
う
農
業

体
験
事
業
協
力
会
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
皆
様
方
の
ご
支
援

の
賜
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
の
気

持
ち
を
抱
き
つ
つ
、
学
習
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
文
章

大
森
雅
信
校
長
先
生
】

鎌
で
稲
刈
り
を
す
る
児
童
達

刈
っ
た
稲
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
脱
穀

３番 力を出し切ったタイヤ引き

６番 レッツゴー！ でかパン！

８番 ポンポン なかよし 玉入れ ７番 咲かせよう ぼくたちの花９番 つなごうバトン

２番 よーい、どん！

婦人会は恒例の花笠音頭を披露
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ど
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・
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会
15
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防
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パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
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２
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ど
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。
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ど
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が
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し
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。
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パ

ト
ロ
ー
ル
を
無
事
に
終
え
ま

し
た
。

防
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婦人会の皆さんも「みんなで歌おう」に参加
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し
た
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高
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彰
子

さ
ん
に
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日
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舞
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な

拍
手
が
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こ
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ま
し
た
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続
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て
は
、
「
み
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な
で
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う
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野
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ギ
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ー
と

安
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さ
ん
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キ
ー
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ド
の
演
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に
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て
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者
、
婦
人

部
を
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き
込
み
、
会
場
は
大
盛

り
上
が
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で
し
た
。

続
い
て
、
大
黒
様
が
登
場
し
、

敬
老
者
に
み
か
ん
の
プ
レ
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ン

ト
を
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
恒
例
の
婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
花
笠
音
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会

場
狭
し
と
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り
ま
し
た
。

閉
会
の
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安
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子
婦

人
会
会
長
が
行
い
、
昼
前
に
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老
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は
終
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り
ま
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そ
の
後
、
各
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内
ご
と
に
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を
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次
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の
開
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り
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、
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１
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「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
体

操
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を
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て
い
ま
し

た
。
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は
年
少
児
に
よ
る
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技

「
よ
ー
い
・
ど
ん
！
」
先
生
の

笛
の
合
図
で
力
一
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頑
張
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ま
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た
。
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！
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引
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！
」
、
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の
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に
会
場
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の
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、
色
ん

な
動
作
や
輪
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の
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拍
手
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い
ま
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し
た
。

５
は
三
才
児
に
よ
る
「
お
み
や

げ
な
あ
に
？
」
、
親
子
で
手
と

つ
な
い
で
お
土
産
を
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
６
は
年
長
児
親
子

の
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー

で
か
パ
ン
」
、

大
き
な
パ
ン
ツ
を
親
子
で
は
い

て
走
る
競
技
、
大
変
そ
う
に
見

え
ま
し
た
。
こ
こ
で
休
憩
。
７

は
年
長
児
に
よ
る
リ
ズ
ム
「
咲

か
せ
よ
う

ぼ
く
た
ち
の
花
」
、

二
つ
の
円
を
作
り
、
笛
の
合
図

で
丸
い
布
を
振
り
な
が
ら
き
れ

い
な
ド
ー
ム
を
作
り
、
鮮
や
か

さ
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。
８
は
年
少
児
親
子
に
よ

る
「
ポ
ン
ポ
ン
玉
入
れ
」
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
９
は
年
長
児
に
よ
り
競

走
「
パ
ワ
ー
全
開
！
つ
な
ご
う

バ
ト
ン
の
輪
」
で
し
た
。
抜
き

つ
抜
か
れ
つ
の
競
争
に
多
く
の

声
援
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

開会式 武田園長先生の挨拶

４
番

小
さ
な
探
検
隊
の
大
冒
険

５
番

お
み
や
げ
な
あ
に
？

秋
晴
れ
の
中

陵
南
幼
稚
園
の
運
動
会
盛
大
に
開
か
れ
る
！

演
芸
で
は
園
児
の
鼓
笛
隊
や
神
楽
、
踊
り
が
披
露
さ
れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
！

学
区
敬
老
会
に
１
６
９
人
が
参
加

花
尻
か
ら
は
18
人
が
参
加

花
尻
よ
り
敬
老
者
は
18
人
が
出
席

陵
南
小
学
校
で
は
稲
刈
り
を
行
う

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り
は
、

10
月
20
日
㈰
、
秋
晴
れ
の
中
、

35
人
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

午
前
８
時
に
は
野
花
大
橋
高

架
下
に
集
ま
り
、
白
石
さ
ん
よ

り
草
刈
り
機
の
使
い
方
、
刈
り

方
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の

あ
と
、
早
速
、
堤
防
の
草
刈
り

を
始
め
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
森
安
英
夫
さ
ん
を

中
心
に
堤
防
外
側
の
草
刈
り
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
陰
で
、
比
較
的
楽
な
草
刈

り
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
と
し
て
、
草
を
刈
る
人
、

刈
っ
た
草
を
ゴ
ミ
袋
に
集
め
る

人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
分
け
し
て

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

途
中
、
休
憩
を
挟
ん
で
約
２

時
間
の
草
刈
り
作
業
で
堤
防
は

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。

犬
の
糞
に
は
困
っ
た
も
の

で
す
。
必
ず
処
理
を
！

草
刈
り
を
行
っ
て
一
番
困
る

の
が
『
犬
の
糞
」
の
放
置
で
す
。

犬
を
散
歩
さ
せ
る
方
に
強
く
要

請
し
ま
す
。
「
犬

の
糞
」
は
放
置
せ

ず
、
必
ず
持
ち
帰

り
下
さ
い
。

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り
に
35
人
が
参
加

陵
南
小
学
校
東
隣
の
学
童
農

園
に
て
、
５
年
生
が
「
稲
刈
り
」

を
体
験
し
ま
し
た
。

農
業
体
験
事
業
協
力
会
を
は
じ

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
、
保
護

者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く

あ
や
し
い
天
候
で
し
た
が
、
子

ど
も
達
が
田
ん
ぼ
へ
入
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
雨
は
上
が
り
暑

く
も
寒
く
も
な
い
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
な
り
、
稲
刈
り

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

鎌
を
持
つ
こ
と
自
体
初
め
て

の
子
ど
も
が
多
い
中
、
は
じ
め

は
、
恐
る
恐
る
作
業
に
入
り
、

一
株
刈
る
ご
と
に
た
め
息
を
漏

ら
し
て
い
た
子
ど
も
達
で
す
が
、

協
力
会
の
皆
様
の
ご
指
導
に
よ

り
、
次
第
に
こ
つ
を
つ
か
み
、

鎌
の
握
り
方
、
力
の
入
れ
具
合

が
上
手
く
な
り
、
リ
ズ
ム
よ
く
、

刈
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
バ
イ
ン

の
力
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
自

分
た
ち
の
力
で
刈
り
取
れ
た
充

実
感
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も

た
ち
に
、

日
本
古
来

か
ら
の
主

食
で
あ
る

米
の
育
ち
を
、
実
感
と
し
て
体

験
さ
せ
て
や
ろ
う
と
い
う
農
業

体
験
事
業
協
力
会
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
皆
様
方
の
ご
支
援

の
賜
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
の
気

持
ち
を
抱
き
つ
つ
、
学
習
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
文
章

大
森
雅
信
校
長
先
生
】

鎌
で
稲
刈
り
を
す
る
児
童
達

刈
っ
た
稲
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
脱
穀

３番 力を出し切ったタイヤ引き

６番 レッツゴー！ でかパン！

８番 ポンポン なかよし 玉入れ ７番 咲かせよう ぼくたちの花９番 つなごうバトン

２番 よーい、どん！

婦人会は恒例の花笠音頭を披露

第三吉備保育園児の鼓笛隊と歌

肌
寒
い
夜
で
し
た
が
、
10

月
19
日
㈯
、
み
ど
り
町
役
員
・

育
成
会
15
人
が
参
加
し
て
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
を
２
班
に
分

け
、
午
後
８
時
過
ぎ
に
み
ど

り
町
と
本
町
方
面
に
向
け
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
中
は
、
公
園

や
コ
ン
ビ
ニ
、
高
架
下
な
ど

不
審
者
や
不
審
な
車
が
無
い

か
を
見
な
が
ら
巡
回
し
ま
し

た
が
、
別
に
異
常
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
約
30
分
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
無
事
に
終
え
ま

し
た
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
15
人
が
参
加
し
ま
し
た防犯パトロールに出発する参加者

堤防内側の草を刈る皆さん

参加者に説明を行う白石さん

謝辞を述べる関さん
安藤さんの華麗な踊り

婦人会の皆さんも「みんなで歌おう」に参加
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秋
ま
つ
り
２
日
目
の
10
月
13

日
㈰
は
台
風
一
過
の
秋
晴
れ
の

中
、
お
宮
で
子
ど
も
相
撲
と
綿

菓
子
等
の
屋
台
（
無
料
）
を
行

い
ま
し
た
。

子
ど
も
相
撲
に
は
41
人
が
参

加
し
、
幼
児
、
低
学
年
、
高
学

年
の
順
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

幼
児
の
相
撲
は
元
気
が
良
く

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
学
年
が
上
が
る

と
迫
力
も
増
し
、
大
き
な
声
援

や
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

の
男
女
毎
に
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
お
宮
境
内
下
の
空
き

地
で
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
お
菓

子
釣
り
、
綿
菓
子
の
屋
台
が
あ

り
、
子
ど
も
達
に
は
無
料
で
振

る
舞
わ
れ
大
喜
び
で
し
た
。

昼
前
に
は
お
宮
の
行
事
が
終

わ
り
、
片
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進

は
、
10
月
13
日
㈰
、
午
後
３
時

よ
り
行
い
ま
し
た
。

行
進
に
先
立
ち
、
午
後
１
時

よ
り
各
団
体
役
員
約
40
人
が
き

き
ょ
う
公
園
に
集
ま
り
、
だ
ん

じ
り
や
み
こ
し
の
組
み
立
て
・

飾
り
付
け
や
夜
店
の
た
め
の
テ

ン
ト
の
設
営
、
椅
子
や
机
等
の

配
置
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進

は
、
先
頭
に
宣
伝
カ
ー
、
子
ど

も
み
こ
し
、
婦
人
部
の
方
の
踊

り
、
だ
ん
じ
り
の
順
で
、
午
後

３
時
に
き
き
ょ
う
公
園
を
総
勢

約
１
５
０
人
の
参
加
の
も
と
、

出
発
し
ま
し
た
。

途
中
で
は
多
く
の
皆
様
に
お

出
迎
え
と
奉
納
金
を
い
た
だ
き
、

そ
の
方
に
は
「
富
く
じ
券
」
、

「
饌
米
」
、
「
御
神
酒
」
を
振

せ
ん
ま
い

る
舞
い
ま
し
た
。

約
25
分
で
休
憩
場
所
の
あ
か

ね
公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

公
園
で
は
参
加
者
に
ジ
ュ
ー

ス
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
休
憩
し
た
あ
と
、

午
後
３
時
40
分
頃
に
出
発
し
、

あ
か
ね
町
、
き
き
ょ
う
町
、
み

ど
り
町
と
周
り
、
こ
の
地
区
で

も
多
く
の
方
の
お
出
迎
え
が
あ

り
ま
し
た
。

午
後
５
時
頃
に
き
き
ょ
う
公

園
に
全
員
無
事
に
到
着
し
片
付

け
と
映
画
会
の
準
備
を
し
、
そ

の
後
、
富
く
じ
の
抽
選
会
を
行

い
ま
し
た
。

雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
10
月
12
日
㈯
、

各
団
体
か
ら
25
人
が
出
席
し
、

厳
粛
に
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
宮
総
代
の
長
櫓
定
雄

さ
ん
の
挨
拶
、
続
い
て
、
宮
司

さ
ん
よ
り
お
祓
い
、
祝
詞
奏
上
、

玉
串
奉
奠
を
行
い
、
そ
の
中
で
、

子
ど
も
達
の
代
表
も
玉
串
奉
奠

を
行
い
、
宮
司
に
よ
り
土
俵
と

み
こ
し
の
お
祓
い
を
行
い
、
神

事
は
約
40
分
で
終
わ
り
ま
し
た
。

玉串奉納を行う子ども達

花
尻
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【

http://townweb.e-okayamacity.jp/hanajiri/

】

午
後
６
時
頃
か
ら
夜
店
が
オ
ー

プ
ン
。
午
後
６
時
過
ぎ
よ
り
ア

ニ
メ
映
画
が
始
ま
り
、
家
族
連

れ
や
子
ど
も
達
な
ど
約
２
０
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

夜
店
は
開
店
と
同
時
に
長
い

列
が
で
き
る
な
ど
大
変
好
評
で

し
た
。
ま
た
、
映
画
会
は
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
に
座
り
、
食
べ
た
り
、

飲
ん
だ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
原
県
議
も
お
越
し

に
な
り
、
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

屋
外
で
の
映
画
会
・
夜
店
は
大
好
評
、
抽
選
会
も
行
う
！

祝詞奏上を行う小山宮司さん

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進
に
１
５
０
人
が
参
加

富
く
じ
抽
選
会
も
行
う

台
風
一
過

秋
晴
れ
の
中

お
宮
で
は
元
気
に
子
ど
も
相
撲

元気にだんじりを引く子ども達

育成会、ソフトボール部の夜店は大繁盛！

映画も好評！会場に飾られた行灯

あかね公園で小休止を行う子ども達

途中では多くの方の出迎え(みどり町)

低学年の女の子も元気一杯

低学年男子の相撲に多くの声援

女
の
子
同
士
も
元
気
い
っ
ぱ
い

屋
台
も
出
て
賑
わ
い
ま
し
た

宮総代の長櫓さんからの話を聞く子ども達

秋まつりに訪れ、挨
拶を行う高原県議

み
こ
し
の
お
祓
い

神
事
に
は
25
人
が
参
加

宮
司
に
よ
り
厳
粛
に
行
わ
れ
る
！

９
月
末
と
は
思
え
な
い
暑

い
日
だ
っ
た
９
月
28
日
㈯
、
40

人
近
い
参
加
者
で
お
宮
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
開
始
時
間
は
午
後
１
時

で
し
た
が
、
12
時
頃
に
は
宮
総

代
の
方
々
が
集
ま
り
、
土
俵
作

り
と
竹
切
り
、
樹
木
の
剪
定
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

切
っ
た
竹
や
樹
木
は
お
宮
の

下
の
畑
で
水
を
掛
け
な
が
ら
焼

却
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
や
溝
、
境
内
の

枯
れ
葉
や
ゴ
ミ
、
草
な
ど
を
ほ

う
き
や
熊
手
で
集
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
袋
に
詰
め
て
い
き
、
ゴ

ミ
収
集
場
へ
と
運
び
ま
し
た
。

拝
殿
や
本
殿
は
女
性
の
方
に

片
付
け
、
清
掃
を
し
て
頂
き
、

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
２
時
頃
に
は
全
て
の
作

業
が
終
わ
り
、
宮
総
代
、
町
内

会
長
か
ら
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、

解
散
し
ま
し
た
。

ポスター展示用枠の組み立て

樹木の剪定をする宮総代の方々

暑
い
中
、
お
宮
の
清
掃
に
40
人
が
参
加

集まったゴミは90㍑ゴミ袋に15袋

土俵作りを行う宮総代お菓子釣りは大人気、好きなお菓子は？

祝電・メッセージを
お寄せいただいた方々

◎山下貴司衆議院議員 様
◎津村啓介衆議院議員 様
◎小野田紀美参議院議員 様

切った竹や樹木は焼却

道路には枯れ葉や枯れ笹が一杯

台
風
19
号
の
影
響
で
、
秋
ま
つ

り
の
日
程
を
変
更
。
一
日
目
の
12

日
は
神
事
の
み
と
し
、
12
日
の
行

事
を
13
日
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の

為
、
13
日
は
朝
か
ら
お
宮
で
子

ど
も
相
撲
、
綿
菓
子
な
ど
の
屋

台
も
行
い
ま
し
た
。
午
後
３
時
か

ら
は
だ
ん
じ
り
・み
こ
し
の
行
進
、

抽
選
会
、
そ
の
後
、
映
画
会
を
行

い
、
夜
店
も
大
繁
盛
で
、
賑
や
か

な
一
日
で
し
た
。

翌
14
日
は
早
朝
よ
り
公
園
の

片
付
け
、
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

秋
ま
つ
り
に
際
し
、
各
団
体
の

皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土
俵
の
お
祓
い

高学年男子はの相撲は迫力満点

元気にみこしを
担ぐ子ども達

みどり町を行進するだんじり・みこし

お宮に飾られたポスター
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秋
ま
つ
り
２
日
目
の
10
月
13

日
㈰
は
台
風
一
過
の
秋
晴
れ
の

中
、
お
宮
で
子
ど
も
相
撲
と
綿

菓
子
等
の
屋
台
（
無
料
）
を
行

い
ま
し
た
。

子
ど
も
相
撲
に
は
41
人
が
参

加
し
、
幼
児
、
低
学
年
、
高
学

年
の
順
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

幼
児
の
相
撲
は
元
気
が
良
く

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
学
年
が
上
が
る

と
迫
力
も
増
し
、
大
き
な
声
援

や
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

の
男
女
毎
に
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
お
宮
境
内
下
の
空
き

地
で
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
お
菓

子
釣
り
、
綿
菓
子
の
屋
台
が
あ

り
、
子
ど
も
達
に
は
無
料
で
振

る
舞
わ
れ
大
喜
び
で
し
た
。

昼
前
に
は
お
宮
の
行
事
が
終

わ
り
、
片
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進

は
、
10
月
13
日
㈰
、
午
後
３
時

よ
り
行
い
ま
し
た
。

行
進
に
先
立
ち
、
午
後
１
時

よ
り
各
団
体
役
員
約
40
人
が
き

き
ょ
う
公
園
に
集
ま
り
、
だ
ん

じ
り
や
み
こ
し
の
組
み
立
て
・

飾
り
付
け
や
夜
店
の
た
め
の
テ

ン
ト
の
設
営
、
椅
子
や
机
等
の

配
置
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進

は
、
先
頭
に
宣
伝
カ
ー
、
子
ど

も
み
こ
し
、
婦
人
部
の
方
の
踊

り
、
だ
ん
じ
り
の
順
で
、
午
後

３
時
に
き
き
ょ
う
公
園
を
総
勢

約
１
５
０
人
の
参
加
の
も
と
、

出
発
し
ま
し
た
。

途
中
で
は
多
く
の
皆
様
に
お

出
迎
え
と
奉
納
金
を
い
た
だ
き
、

そ
の
方
に
は
「
富
く
じ
券
」
、

「
饌
米
」
、
「
御
神
酒
」
を
振

せ
ん
ま
い

る
舞
い
ま
し
た
。

約
25
分
で
休
憩
場
所
の
あ
か

ね
公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

公
園
で
は
参
加
者
に
ジ
ュ
ー

ス
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
休
憩
し
た
あ
と
、

午
後
３
時
40
分
頃
に
出
発
し
、

あ
か
ね
町
、
き
き
ょ
う
町
、
み

ど
り
町
と
周
り
、
こ
の
地
区
で

も
多
く
の
方
の
お
出
迎
え
が
あ

り
ま
し
た
。

午
後
５
時
頃
に
き
き
ょ
う
公

園
に
全
員
無
事
に
到
着
し
片
付

け
と
映
画
会
の
準
備
を
し
、
そ

の
後
、
富
く
じ
の
抽
選
会
を
行

い
ま
し
た
。

雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
10
月
12
日
㈯
、

各
団
体
か
ら
25
人
が
出
席
し
、

厳
粛
に
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
宮
総
代
の
長
櫓
定
雄

さ
ん
の
挨
拶
、
続
い
て
、
宮
司

さ
ん
よ
り
お
祓
い
、
祝
詞
奏
上
、

玉
串
奉
奠
を
行
い
、
そ
の
中
で
、

子
ど
も
達
の
代
表
も
玉
串
奉
奠

を
行
い
、
宮
司
に
よ
り
土
俵
と

み
こ
し
の
お
祓
い
を
行
い
、
神

事
は
約
40
分
で
終
わ
り
ま
し
た
。

玉串奉納を行う子ども達

花
尻
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【

http://townweb.e-okayamacity.jp/hanajiri/

】

午
後
６
時
頃
か
ら
夜
店
が
オ
ー

プ
ン
。
午
後
６
時
過
ぎ
よ
り
ア

ニ
メ
映
画
が
始
ま
り
、
家
族
連

れ
や
子
ど
も
達
な
ど
約
２
０
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

夜
店
は
開
店
と
同
時
に
長
い

列
が
で
き
る
な
ど
大
変
好
評
で

し
た
。
ま
た
、
映
画
会
は
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
に
座
り
、
食
べ
た
り
、

飲
ん
だ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
原
県
議
も
お
越
し

に
な
り
、
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

屋
外
で
の
映
画
会
・
夜
店
は
大
好
評
、
抽
選
会
も
行
う
！

祝詞奏上を行う小山宮司さん

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進
に
１
５
０
人
が
参
加

富
く
じ
抽
選
会
も
行
う

台
風
一
過

秋
晴
れ
の
中

お
宮
で
は
元
気
に
子
ど
も
相
撲

元気にだんじりを引く子ども達

育成会、ソフトボール部の夜店は大繁盛！

映画も好評！会場に飾られた行灯

あかね公園で小休止を行う子ども達

途中では多くの方の出迎え(みどり町)

低学年の女の子も元気一杯

低学年男子の相撲に多くの声援

女
の
子
同
士
も
元
気
い
っ
ぱ
い

屋
台
も
出
て
賑
わ
い
ま
し
た

宮総代の長櫓さんからの話を聞く子ども達

秋まつりに訪れ、挨
拶を行う高原県議

み
こ
し
の
お
祓
い

神
事
に
は
25
人
が
参
加

宮
司
に
よ
り
厳
粛
に
行
わ
れ
る
！

９
月
末
と
は
思
え
な
い
暑

い
日
だ
っ
た
９
月
28
日
㈯
、
40

人
近
い
参
加
者
で
お
宮
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
開
始
時
間
は
午
後
１
時

で
し
た
が
、
12
時
頃
に
は
宮
総

代
の
方
々
が
集
ま
り
、
土
俵
作

り
と
竹
切
り
、
樹
木
の
剪
定
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

切
っ
た
竹
や
樹
木
は
お
宮
の

下
の
畑
で
水
を
掛
け
な
が
ら
焼

却
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
や
溝
、
境
内
の

枯
れ
葉
や
ゴ
ミ
、
草
な
ど
を
ほ

う
き
や
熊
手
で
集
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
袋
に
詰
め
て
い
き
、
ゴ

ミ
収
集
場
へ
と
運
び
ま
し
た
。

拝
殿
や
本
殿
は
女
性
の
方
に

片
付
け
、
清
掃
を
し
て
頂
き
、

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
２
時
頃
に
は
全
て
の
作

業
が
終
わ
り
、
宮
総
代
、
町
内

会
長
か
ら
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、

解
散
し
ま
し
た
。

ポスター展示用枠の組み立て

樹木の剪定をする宮総代の方々

暑
い
中
、
お
宮
の
清
掃
に
40
人
が
参
加

集まったゴミは90㍑ゴミ袋に15袋

土俵作りを行う宮総代お菓子釣りは大人気、好きなお菓子は？

祝電・メッセージを
お寄せいただいた方々

◎山下貴司衆議院議員 様
◎津村啓介衆議院議員 様
◎小野田紀美参議院議員 様

切った竹や樹木は焼却

道路には枯れ葉や枯れ笹が一杯

台
風
19
号
の
影
響
で
、
秋
ま
つ

り
の
日
程
を
変
更
。
一
日
目
の
12

日
は
神
事
の
み
と
し
、
12
日
の
行

事
を
13
日
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の

為
、
13
日
は
朝
か
ら
お
宮
で
子

ど
も
相
撲
、
綿
菓
子
な
ど
の
屋

台
も
行
い
ま
し
た
。
午
後
３
時
か

ら
は
だ
ん
じ
り
・み
こ
し
の
行
進
、

抽
選
会
、
そ
の
後
、
映
画
会
を
行

い
、
夜
店
も
大
繁
盛
で
、
賑
や
か

な
一
日
で
し
た
。

翌
14
日
は
早
朝
よ
り
公
園
の

片
付
け
、
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

秋
ま
つ
り
に
際
し
、
各
団
体
の

皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土
俵
の
お
祓
い

高学年男子はの相撲は迫力満点

元気にみこしを
担ぐ子ども達

みどり町を行進するだんじり・みこし

お宮に飾られたポスター


